　　26年12月2日

調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　きずな　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：岩手県雫石町　小岩井農場内
(株)バイオマスパワーしずくいし
	実施日：平成26年11月27日

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　畜産や養鶏、養豚などを生業としている企業や個人農家の抱えている大きな課題の一つは糞尿の処理です。所謂、野積み禁止の法律が施行されたことで、経費をかけて糞尿を処理することになったのだが、そのことが経営を圧迫する要因となっている現実があります。
　岩手県雫石町にある小岩井農場では、糞尿を産業廃棄物と捉え、一般企業からの食物残渣等と混合処理することによる、堆肥、液肥の販売、メタンガス発電による売電等を行っている現場を視察し、庄原市での導入の可否について検討することとする。

	■参考とすべき事項
　日量平均83トンからの糞尿が小岩井農場から搬入されているが、広大な農地（600ha）を有していることで堆肥が農地に還元されていた。実際に堆肥製造現場でその堆肥を見せていただいたが、100％ではないとおっしゃったが、完熟堆肥であると私は感じた。また、消化液と呼ばれる液肥（バイオガス発電を終えた液）も農地に還元されているが、稲作にも肥料として実験的に使っておられた。私は、現在の農政の大きな柱となってきている飼料稲や飼料米にこの堆肥と消化液が活用できるのではないかと担当に聞いたところ、食味を問わないのであれば、使っても全く問題ないとの回答を得た。

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
庄原市内の酪農家も経営的に難しくなっている現実を考えるなら、課題である、糞尿処理について市が音頭を取って雫石方式の処理施設を早期に立ち上げるための研究会を設立すべきと考える。地方創生という政府に対して大いに意見具申し、早期の実現を目指すのが行政の役目だと思う。困っている人たちを助けるのだから、重要な住民福祉の向上策である。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
